
 

第 33 回港区民世論調査報告書 概要版 

 

 

 

この冊子は、令和３年12月に実施した「第33回港区民世論調査」の結果の概要版です。ご協

力いただきました区民の皆様に心から感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 図表中の「ｎ」は、その設問の回答者数を表しています。 

※ 回答率は百分率で算出し、小数第２位を四捨五入しているため、合計が 100％にならない場合があります。 

※ 複数回答の設問では、回答率の合計が 100％を超える場合があります。 

※この冊子は英語版も発行しております。港区ホームページをご覧いただくか、03-3578-2111（区役所代表）へ

送付希望の旨ご連絡ください。 

 

港  区  

ミ ナ ト        オ ピ ニ オ ン 

【調査の概要】 

■調査設計等 

【調 査 対 象】港区在住の満 18 歳以上の男女個人（外国人を含む） 

【標 本 数】2,000 人 

【抽 出 方 法】住民基本台帳からの層化無作為抽出 

【調 査 方 法】郵送配布・郵送又はインターネットによる回収 

【調 査 期 間】令和３年 12 月 1 日（水）～12 月 15 日（水） 

【有効回収数】558 人 

【有効回収率】27.9％ 

 

■調査項目 

１ 定住意向 

２ 区政全般 

３ 区基本計画 

４ みなとタバコルール 

５ 生物多様性 

６ 地球温暖化対策 

７ 全国連携の取組 

８ 男女平等 

９ 平和 

10 災害対策 

11 自殺対策 

12  防犯対策 

13 やさしい日本語 
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１ 定住意向 

これからも港区に住み続けたいと思うか聞いたところ、「ずっと住み続けていたい」（50.0％）が５

割で最も多く、これに「当分は住んでいたい」（36.4％）を合わせた『定住意向』（86.4％）は８割半ば

となっています。一方、「しばらくは住むつもりだが将来は区外に転居したい」（8.1％）と「近いうち

に区外に転居したいが、具体的な計画はない」（0.9％）と「近いうちに区外に転居する予定である」

(2.3％)を合わせた『転出意向』（11.3％）は１割を超えています。（図１） 

 

図１   

 

 

２ 区政全般 

港区政に関心があるか聞いたところ、「まあ関心がある」（41.0％）が４割を超えて最も多く、これ

に「関心がある」（31.9％）を合わせた『関心がある』（72.9％）は７割を超えています。 

一方、「あまり関心がない」（20.8％）と「関心がない」（1.1％）を合わせた『関心がない』（21.9％）

は２割を超えています。（図２） 

 

図２ 

 

区の行政サービスや手続きの方法を知りたいとき、どのように情報を入手するか聞いたところ、

「パソコンやタブレット等で区公式ホームページ（日本語・英語・中国語・ハングル）を見る」（58.1％）

が６割近くで最も多く、次いで「スマートフォンや携帯電話で区公式ホームページ（日本語・英語・中国

50.0% 36.4% 8.1% 

0.9% 2.3% 1.8% 

0.5% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ずっと住み続けていたい

当分は住んでいたい

しばらくは住むつもりだが将来は区外に転居したい

近いうちに区外に転居したいが、具体的な計画はない

近いうちに区外に転居する予定である

わからない

無回答

31.9% 41.0% 20.8% 

1.1% 4.3% 

0.9% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

関心がある まあ関心がある あまり関心がない 関心がない わからない 無回答

関心がある（72.９％）

n=558

定住意向（86.4％） 転出意向（11.3％） 

関心がない（21.9％） 

n=558（単一回答） 

n=558（単一回答） 
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語・ハングル）を見る」（51.3％）、「区役所・総合支所に電話をかける」（31.2％）、「総合支所に行く」

（27.6％）、「広報紙「広報みなと」・「ミナトマンスリー（英字広報紙）」を見る」（22.9％）と続いてい

ます。（図３） 

 

図３ 

 

 

58.1%

51.3%

31.2%

27.6%

22.9%

19.9%

8.1%

5.6%

4.8%

3.6%

1.3%

1.1%

0.7%

0.5%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

区の公式ホームページ（日本語・英語・中国語・ハングル）を見る

スマートフォンや携帯電話で区公式ホームページ

（日本語・英語・中国語・ハングル）を見る

区役所・総合支所に電話をかける

総合支所に行く

広報紙｢広報みなと｣・｢ミナトマンスリー（英字広報紙）｣を見る

区役所に行く

家族・知人・町会・自治会等に聞く

「暮らしのガイド（日本語版・英語版・中国語版・ハングル版）」を見る

みなとコール（コールセンター）に電話をかける

総合支所の地域情報誌を見る

その他

広報番組（｢ケーブルテレビ｣又は

｢区公式ホームページから視聴｣）を見る

特にない

わからない

ＦＭ広報番組｢MINATO VOICE（インターＦＭで

日本語・英語・中国語・ハングルにより放送）を聞く

n=558（複数回答可） 
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３ 区基本計画 

令和２（2020）年度に策定した「港区基本計画（令和３(2021)年度～令和８(2026)年度）」につ

いて知っているか聞いたところ、「知っている」（14.5％）は１割半ばであり、「知らない」（85.3％）が

8 割半ばとなっています。（図４） 

 

図４ 

 

 

今後、港区が特に重点的に取り組むべきと思うものを複数選択で聞いたところ、「地震等の災害対

策」（45.7％）が４割半ばと最も多くなっています。次いで、「居住環境の向上」（31.4％）、 

「公園・緑・水辺の整備」（31.4％）、「高齢者福祉の充実」（30.6％）が３割を超えて続いています。 

（図５） 

 

図５ 

14.5% 85.3% 0.2% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 知らない 無回答

45.7% 

31.4% 

31.4% 

30.6% 

29.2% 

28.0% 

27.6% 

26.0% 

25.3% 

24.9% 

23.3% 

22.6% 

21.0% 

20.6% 

20.6% 

17.9% 

17.2% 

16.8% 

14.7% 

14.0% 

14.0% 

12.9% 

11.1% 

10.2% 

6.8% 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地震等の災害対策

居住環境の向上

公園・緑・水辺の整備

高齢者福祉の充実

街並み景観の向上

ごみ問題・資源循環

子育て支援の充実

地域の防災力向上

道路・交通対策

たばこ対策

バリアフリー化の推進

学校教育の充実

健康の推進

生活安全の向上

地球温暖化対策

生活困窮者の支援

障害者福祉の充実

国際化・国際交流

生涯学習の推進

環境保全・公害対策

文化芸術の振興

中小企業支援・商店街振興

地域コミュニティの形成

スポーツ振興

観光振興

n=558（単一回答） 

n=558（複数回答可） 
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4 みなとタバコルール 

今後のたばこ対策として、どのような取組が必要だと思うか聞いたところ、「罰則を設け、取り締

まる」（45.5％）が４割半ばで多く、「巡回指導員による指導・啓発を強化する」（27.8％）が続いて

います。（図６） 

 

図６ 

2.5%

2.7%

7.5%

10.9%

12.7%

19.9%

21.1%

22.6%

23.7%

26.2%

27.8%

45.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

その他

無回答

特にない

指定喫煙場所を廃止する

屋内に喫煙場所を増やす

区内の事業所内に分煙を徹底した喫煙場所の整備を要請する

区内の事業所等に、マナーの遵守を要請する

「みなとタバコルール」の趣旨を知ってもらうようPRを強化する

屋外に指定喫煙場所を増やす

屋外のパーティション型喫煙場所を密閉型に転換する

巡回指導員による指導・啓発を強化する

罰則を設け、取り締まる

n=558（複数回答可） 
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5 生物多様性 

「生物多様性」という言葉を知っているか聞いたところ、「意味を知っていた」（42.1％）が４割を

超えて最も多く、「聞いたことがなかった」（29.0％）が約３割となっています。（図７） 

 

図７ 

 

 

6 地球温暖化対策 

日常生活の中でどのくらい省エネルギーを意識した行動を実行しているかについて聞いたところ、

「時々実行している」（48.0％）が５割近くと最も多く、これに「いつも実行している」（31.7％）を合

わせた『実行している』（79.7％）は８割となっています。一方、「あまり実行していない」（16.3％）と

「全く実行していない」（2.0％）を合わせた『実行していない』（18.3％）は２割近くとなっています。

（図８） 

 

図８ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

42.1% 26.0% 29.0% 2.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

意味を知っていた 聞いたことはあるが意味は知らなかった 聞いたことがなかった 無回答

31.7% 48.0% 16.3% 2.0% 

3.8% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いつも実行している 時々実行している あまり実行していない 全く実行していない 無回答

n=558（単一回答） 

n=558（単一回答） 実行している（79.7％） 実行していない（18.3％）
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 「気候変動の影響への適応」について、どのくらい知っていたかについて聞いたところ、「大体知っ

ていた」（46.3％）が４割半ばで最も多く、これに「内容まで知っていた」（13.4％）と合わせた『知っ

ていた』（59.7％）は６割となっています。一方、「あまり知らなかった」（31.6％）と「全く知らなかっ

た」（5.7％）を合わせた『知らなかった』（37.3％）は４割近くとなっています。(図９) 

 

図９ 

 

 

 

7 全国連携の取組 

区の全国連携の取組について知っているか聞いたところ、「知らない」（85.3％）が８割半ばで最

も多くなっています。一方、「よく知っている」（0.7％）、「知っている」（12.0％）を合わせた『知って

いる』（12.7％）は１割を超えています。（図 1０） 

 

図 1０ 

 

 

 

 

 

 

13.4% 46.3% 31.6% 5.7% 

3.0% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

内容まで知っていた 大体知っていた あまり知らなかった 全く知らなかった 無回答

0.7% 12.0% 85.3% 2.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 知っている 知らない 無回答

知っている（12.7％）

n=558（単一回答） 

n=558（単一回答） 

知っていた（59.7％） 知らなかった（37.3％） 
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 今後、全国連携の取組として、どのような取組が必要かについて聞いたところ、「区の課題解決に

つながる取組」（38.9％）が４割近くで最も多く、「情報発信」（26.9％）、「特産品等の販売（ネット販

売含む）」（26.5％）、「民間企業等との協働による全国連携の取組」（26.5％）、「ヒトの交流」

（25.3％）、「区内と全国を結ぶビジネスマッチング」（24.9％）が 2 割半ばから３割近くで続いてい

ます。(図 1１) 

 

図 1１ 

 
 

8 男女平等 

「港区男女平等参画条例」について、見たり聞いたりしたことがあるか聞いたところ、「内容を知っ

ている」（14.2％）は１割半ばとなっています。一方、「聞いたことがあるが、知らない」（44.3％）と

「知らない」（39.2％）を合わせた『知らない』（83.5％）は８割を超えています。（図 1２） 

 

図 1２ 

 

 

 

0.5%

14.2%

15.4%

16.1%

24.9%

25.3%

26.5%

26.5%

26.9%

38.9%

0% 10% 20% 30% 40%

特になし

オンラインイベント

職員の人事交流

現地での体験イベント

区内と全国を結ぶビジネスマッチング

ヒトの交流

民間企業等との協働による全国連携の取組

特産品等の販売（ネット販売含む）

情報発信

区の課題解決につながる取組

14.2% 44.3% 39.2% 2.3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

内容を知っている 聞いたことがあるが、知らない 知らない 無回答

知らない（83.5％）

n=558（複数回答可） 

n=558（単一回答） 
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9 平和 

平和の大切さを伝えるためにどのような取組が必要か聞いたところ、「戦争体験者との交流会」

（37.0％）が４割近くで最も多くなっています。（図 13） 

 

図 13 

 
 

10 災害対策 

震災時に自宅でケガをしないために、自宅でどのような対策を行っているか聞いたところ、「家具

の配置を工夫している」（34.5％）が３割半ばとなっています。（図 14） 

 

図 14 

 

 

 

 

 

3.1%

6.7%

14.8%

18.8%

19.6%

22.7%

33.0%

37.0%

0% 10% 20% 30% 40%

無回答

その他

平和を祈念したコンサート等のイベントの開催

学校、職場への平和啓発掲示物等の配布

区内の平和関連史跡を活用した取組

被爆都市との交流イベント

高校生世代の長崎・広島への派遣研修

戦争体験者との交流会

1.6% 

10.3% 

12.5% 

14.3% 

26.7% 

34.5% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

無回答

家具が収納式又は据付けとなっている

行っていない

できるだけ家具を置かないようにしている

器具で家具を固定している

家具の配置を工夫している

n=558（単一回答） 

n=558（複数回答可） 
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災害時に在宅避難等をする際の用意として、何日分の備蓄をしているか聞いたところ、「１～３日

分」（56.9％）が６割近くで最も多くなっています。（図 15） 

 

図 15 

 
 

港区に住民登録があり、希望する世帯に配布している「港区防災ラジオ」の配布対象者について考

えを聞いたところ、「対象者は現在のままでよい」（40.1％）が４割となっています。（図 16） 

 

図 16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.5% 

9.3% 

14.5% 

16.8% 

56.9% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

７日分以上

０日

４～６日分

１～３日分

40.1% 14.2% 42.3% 3.4% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

対象者は現在のままでよい

対象を町会や自治会などの区民に関係する団体にも拡大してほしい

わからない

無回答

n=558（単一回答） 

n=558（単一回答） 
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11 自殺対策 

新型コロナウイルス感染症が流行する中で、これまでに感じたこころの変化について聞いたところ、

「感染に対する不安・焦燥感」（53.9％）が５割を超え最も多く、「報道に基づく疲労感」（33.9％）、

「今後の生活についての不安」（31.9％）が３割を超えて続いています。（図 17） 

 

図 17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.5% 

5.7% 

14.5% 

16.8% 

18.5% 

31.9% 

33.9% 

53.9% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

特になし

外に出るのが怖い

ストレス・不眠等 の こころの不調

今後の生活についての不安

報道に基づく疲労感

感染に対する不安・焦燥感

n=558（複数回答可） 
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ストレスを感じたときの悩みの相談方法を聞いたところ、「利用したことがある」が最も多くなった

のは、「人と直接会って相談する」（35.3％）で３割半ばでした。一方「LINE などの SNS ソーシャル・

ネットワーク・サービス）を利用して相談する」（14.5％）は１割半ばで最も少なくなっています。 

（図 18） 

 

図 18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.3% 

19.2% 

19.2% 

14.5% 

26.0% 

27.4% 

26.0% 

26.0% 

19.1% 

29.7% 

30.6% 

45.0% 

45.0% 

53.7% 

29.0% 

6.6% 

9.9% 

9.9% 

12.6% 

15.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人と直接会って相談する

電話を利用して相談する

メールを利用して相談する

LINEなどのSNS（ソーシャル・ネットワーク・サービ

ス）を利用して相談する

インターネットを使用して解決方法を検索する

利用したことがある 実際に利用したことはないが、利用すると思う 利用しないと思う 無回答

n=558（単一回答） 
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ストレスを感じたときに、どう考えるか聞いたところ、「そう思う」が最も多くなったのは、「誰かに

助けを求めたり、相談したいと思う」（29.2％）で約３割でした。また、「思わない」が最も多くなった

のは、「誰かに悩みを相談することは弱い人のすることだと思う」（56.5％）で５割半ばとなっていま

す。（図 1９） 

 

図 1９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.2% 

3.2% 

7.2% 

1.6% 

7.2% 

25.6% 

9.3% 

14.5% 

3.0% 

9.5% 

13.3% 

16.1% 

22.0% 

9.9% 

19.4% 

14.7% 

27.2% 

23.8% 

21.0% 

17.9% 

12.2% 

36.7% 

25.4% 

56.5% 

39.4% 

5.0% 

7.3% 

7.0% 

8.1% 

6.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

誰かに助けを求めたり、

相談したいと思う

誰かに相談することは

恥ずかしいことだと思う

悩みやストレスを

感じていることを

他人に知られたくないと思う

誰かに悩みを相談することは

弱い人のすることだと思う

悩みや問題は自分一人で

解決すべきだと思う

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまり思わない 思わない 無回答

n=558（単一回答） 
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12 防犯対策 

公園等（公園・児童遊園）に防犯カメラは必要か聞いたところ、「全ての公園等に必要」(55.9%)

が５割半ばと最も多くなっています。（図２０） 

 

図２０ 

 

 

13 「やさしい日本語」 

「やさしい日本語（※）」を知っているか聞いたところ、「知っている（使用したことがある）」（3.9％）

と「知っているが使用したことはない」（17.4％）を合わせた『知っている』（21.3％）は２割を超えて

います。一方、「知らないが使用してみたい」（45.2％）が４割半ばで最も多く、これに「知らないし使

用してみたいとも思わない」（30.6％）を合わせた『知らない』（75.8％）は７割半ばとなっていま

す。 

（※）「やさしい日本語」とは外国人にもわかりやすく表現された日本語のことです。 

（図２１） 

図２１ 

 

55.9% 

16.0% 

12.0% 

5.5% 

4.0% 

3.0% 

2.3% 

1.2% 

0% 20% 40% 60%

全ての公園等に必要

課題（見通しが悪い・死角がある・施設の 損壊 ）があ

る公園等に必要

子どもの利用が多い公園等に必要

夜間の利用が多い公園等に必要

公園等周辺（道路・民間空地等）で防犯カメラが設置

されていれば必要ない

事件や事故が発生した公園等に必要

無回答

全く必要ない

3.9% 17.4% 45.2% 30.6% 2.9% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている（使用したことがある） 知っているが 使用したことはない
知らないが使用してみたい 知らないし使用してみたいとも思わない
無回答

知らない（75.8％） 知っている（21.3％） 

n=558（単一回答） 

n=558（単一回答） 
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